












Useofgaseo11Stritium atTbyamaUniversitywasstartedin1956toinvestigatereactionki－  
neticsandnleChanismsofheterogeneouscatalysis．0wingtothisexperienceandachievements，  
the nitium Research Center was eslablishedin1980for study on fundamentalphenomena  
COnCernlng Saft and e航cient handlillg teChniques oftritium requiredfor the development of  

















素挙動に関する研究に大きな成果をもたらした．   


































究員1の陣容となった．加えて，非常勤研究員1名及び研究支援推進員1名も配分された．   
本稿ではトリチウム科学センター設立以降の三代のセンターにまたがる25年間の富山大学に  
おけるトリチウム研究の展開について総括したい．  
2．研究の経過   
トリチウム科学センター設立時の最初の仕事は建屋及びトリチウム安全設備の設計であったが，  
それと並行してトリチウム実験装置の安全性に係わる装置部品及び材料のトリチウム汚染防   
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■   
要素技術  材料相互作用  





















値の時間変化を示したものである【3ト 図に見  
られるようにパージ初期においては予測され  
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Fig．2．Reductionoftritiumconcentrationina  
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Fig．3．Reductionoftritiumconcentrationinan  
ionization chamber made ofAu－COated Cu after  
tritium charge 
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何らかの汚染防止対策が必要であるが，図に見られる様に表面を陽極酸化処理（ASS）或いはBN－   
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被覆（BSS）することにより汚染度を約十分の一程度に抑えることが出来る事が明らかとなった．  
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3．2．1．トリチウム回収材の探索   














































分からのリークや透過の問題もあり得策でない．このため大規模施設ではトリチウム化ウランとして   































r9ト これらの材料では平衡圧が1気圧となる  
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められない．これらの結果は後に述べる100Ci実   
Fig．11．Cross－SeCtionalview of a  
newlydevelopedtritiumcontainer  
験設備のトリチウム回収・貯蔵・供給材の選択及び回収・貯蔵・供給容器の設計に生かされている．  
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血血川血囲仰軋闇ⅧT  
されているが，前2者は装置が複雑或いは操 Fig・12・Isotopee触tOnhydrogenabsorp－  
tionbyPd【11］  











スを必要とし，当センターで目標とする簡単な操作と言う条件と合致しない．   
水素親和性の金属の水素吸収熱或いは水素化熱は上に述べたように疎水素性の金属と合金化さ  
せることにより小さくなる．この観点より，まずPdと全率固溶しかつ酸素等の被毒を受けがたい   
































































みならず，電子材料，顔料，化粧 箋  
獲  
晶，その他の粉体が関与するあら  
ゆる分野での応用に大きな期待が 100匹m  
寄せられている【16］・  Fig．15．Exampleofsurfhce－COatingfbrpolymerparticlesbyPt  




























4．1．気体状トリチウムの計測   
トリチウム科学センター発足時点において，利用可能なトリチウム計測器は液体シンチレイション  
カウンター，比例係数菅，電離箱或いは2汀カウンター等で，もっぱら環境レベルの低濃度トリチウム   








































れ検出できないが，Auで被覆したBe板で作製   
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Fig．17． Cross－SeCtionalveiw ofasmall  
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Fig．22．CalibrationcurveofBIXSfortri－  












Ⅹ線強度からその部分の材料組成を知ることも可能である．   
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5．トリチウムー材料相互作用  
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これらの不純物ガスをも効果的に除去できな   
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Fig．24． Comparison ofobserved metane  
absorptioncurves and thosesimulated uslng  




が生成すると装置或いは施設の安全運転性能の低下につなが りかねない．よってメタンの分解吸  











t22ト ちなみに，これらの材料については何れ  
の素反応が律速段階であるかは指定できない  
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Fig．25．ChangeintherateconstantOfmethane  

































に相当する分の水素がこれらの材料により可逆的に吸収・放出されている．不均化が生じない場   












































5．2．1．熱力学的特性   
吸収された水素の安定性，即ち水素吸収熱はPdを合金化することにより変化し，それに応  
じて熱力学的同位体効果の大きさも変わり得る．当センターでは合金化による水素化熱及び同位  








Agでは例外的に増加する【24ト ニれらの水素  
化熱を純物質のフェルミエネルギーの算術平  





金のフェルミエネルギー を知るのみで極めて  
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する重要な要因であることを示している．   
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Fig．30． Tilne－COurSe Ofprotium uptake  
underdifrbrentinitialpressureat312KbyPd－  
4％Ptandcorrespondingcomputersimulation  
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Fig・31．Time－COurSeOfprotiumuptakeby  
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ア・ボンシェブルイェピッチ大学及び核融合科学研究所と共同で進めてきた．   
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Fig．33． Tbmperature dependenceofsurface  

















従来は脱離は単一の機構であると言われてい1mplanted deuteriuln With repeatinglnplantation－  
desorptioncycle  
たが，観測スペクトルには図の様に三つの脱   
離成分が見出され，且つピーク強度比は照射を繰り返すごとに変化することが見出された．これ  
は照射損傷により，その捕獲状態が変化することを示している．変化の詳細は表面科学的分光法  





5．4．2．ホウ素膜によるトリチウム捕獲   
様々な観点からの基礎的研究に支えられた炭素系材料の大型プラズマ実験装置への適用はプラ   








































るV－4％Ti合金の表面組成と清浄度の影響を   
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毎に取り出してBIXSスペクトルを測定し，深さ方向分布の変化を求めたものである【33ト 図中  
の実線等がBIXSスペクトルの解析で求められた深さ方向分布であるが，時間と共にトリチウム  
が試料内部へと拡散してゆく様子が見られる．図中の点は半無限固体における拡散式によるもの  
で，この場合拡散係数として2．4×10‾19n12／sの値を用いると，図の様に実測結果と極めてよく   













な要因は測定温度範囲が狭いことである．   
それに対し，本法ではトリチウムの深さ方向  
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までの報告は5冊の研究報告集にまとめられていますが【44～4軋 水素エネルギーに関する研究  
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